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この調査は､ムラサキイガイ､ホタテガイ等に蓄積する下痢性貝毒 (脂溶性貝毒 )の発生原因を早期

に究明し､計画的な水産物の出荷､処理等を行うことによ り､漁業経営の安定に資することを目的とし

て実施 したものである｡本年度は､貝の毒化状況､原因プランク トンの出現状況および発生環境､生態

等に調査の主休をおいて実施 し､毒化の予測の方法を検討した｡

調 査 方 法

調査海域 青森県陸奥湾､太平洋､日本海

調査時期 昭和 55年 4月～昭和 56年 3月

調査項目､調査方法､調査回数および担当機関

調 査 項 目 調 査 方 法 調査回数 担 当

機 関1. 陸奥湾定点調査(2定点 ) (1) 毒力測定 厚生省､下痢性貝毒検査法によるo(垂下養殖貝､地まき貝､ムラサキイガイ ) 35回(161検休) 青森県衛生研

究所理化学課(2) 環境調査 気象､海象観測o 38回 青森県水産増殖センター

('x.青慧 警霊水)(3) プランクトン調査 採水およびネ

ットプランク トンo 38回2. 沿岸顔のD.foriii鉛直 定点か ら陸
側に数点の観測点を設けて 14回

分布調査 各層 と極底層の採水o3. ホタテガイの胃内容物調査

毒力測定の検休の胃内容物を検亀 26回4. D.fortiiの日周変

化調査 6時間毎に各層 2m間隔で採水. 3回5.陸奥湾内D.fortii分布 原因プランク トンの発生初期､盛期､

5回全湾調査 消滅期に湾内17-27地点で各層採水o6. 青森県沿岸D.fortii

青森県の主な漁港の先端から採水o 1回分布調査 (43地点 )7. 青森県沖合D
.fortii分布調査 日本海､太平洋の沖合の各層採水..X. 5回

8. D.fortiiの発生環境およ

本年度の上記結果か らの検討 と過去 2び毒化の予測手法の検討 ヶ年の資料の検討o詳細については､ ｢昭和55年



調 査 結 果

(1) 垂下養殖貝の毒力の推移は､青森定点では5月12日(0.3M.U./9)から9月 8日 (0.3M.U./9)ま

で検出され､最高値は6月 2､23日の4.5M.U./gであった.野辺地定点では6月 2日(0.iM.U./9)

から10月 7日(0.3M･U./9)まで検出され､最高値は7月17日の4.5M.U./9であった｡

(2) 毒力と最もよく対応したプランクトンはD.fortiiで､ 340- 410cells/Bの出現があった時4.5

M.U./9の毒力値が検出された.

(3) 地まき貝に毒力が検出された日は､青森定点では6月 5日(0.5M･U･/9)､野辺地定点では6月23

日(0.3M.U./g)であった｡

(4) 底層におけるD.fortiiの分布は､一般に中層より少ないが､地まき漁場の海底にまで分布するこ

ともあることが確認された｡

(5) 毒力と胃内容物中のD.fortiiの量とはよく対応した.

(6) D.fortiiの垂直分布の日周変化は､昭和54年度の調査結果と同様､中層の水深15-30m層にかけ

て濃密に分布し､このときの水温は12-14℃の範囲であった｡

(7) 陸奥湾内のD.fortiiの分布調査から､湾内のD.fortiiの発生から消滅にいたる時期別分布状態

環境特性を明らかにした｡
∫

(8) 青森県沿岸のD.fortiiの分布調査から､発生時期におけるD.fortiiの沿岸地先の分布状況につ

いての知見を得た｡

(9) 青森沖合のD.foriiiの分布調査から､ 5月29､30日には､日本海､太平洋とも沿岸寄 りの水深20

m層で 200- 600cells/Pの出現が認められた.

80 冬期間のプランクトン調査からD.fol･tiiは極少数ながら出現することが判った.

㈹ 本年度は､毒力の減衰期 (8-Io月 )にD.fortiiがみられなくなったにもかかわらず､ 0.3-1.0

M.U./9の低い値で 1ケ月間､毒性が維持される現象が起こった.

㈹ D.fortiiは､水温10-15℃で濃密な出現がみられるようになり､一方､毒化貝は､D.fortiiが

20cellS/D以上の出現をみてから10-20日後に検出される公算が大きいことが判った.

任命 陸奥湾の西と東では､D.fortiiの発生､大量出現､消滅とも10-40日のずれがあった.

叫水温とD.fortiiの出現状況と､過去 2年間のデーターから､ある程度の毒化予測が可能となった,
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